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検索した結果をEndNote Basic （Web版のEndNote）や
EndNote（PC版・有料）に取り込んで保存することができます。 
 
EndNote Basic を利用する場合には、最初にユーザ登録が必
要です。 
EndNote（PC版）へ取り込む場合は、 EndNoteを購入・PCへイ
ンストールしておく必要があります。 
 
ここではEndNote Basic へ取り込む方法を説明します。 



北大では「Web of Science契約機関版EndNote Basic」の利用
が可能です。 
機関版EndNote Basicでは参考文献の出力書式（アウトプット
スタイル）を約3,000種の中から利用することができます。 



EndNote Basicのユーザアカウントは 
Web of Scienceのアカウントと共通です 

機関版EndNote Basicのユーザ登録は、学内ネットワークから
Web of Scienceにアクセスして行ってください。 



画面に表示されている中から保存したいものにチェックします。 

※ページ移動するとチェックは無効になります。 

検索結果一覧画面 



[EndNote出力]をクリックすると出力用のウィンドウが開きます。 



「CWYW（Cite While You Write）プラグイン（Word用）」が 
インストールされている場合 （Firefox） 

CWYW（Cite While You Write）プラグインをインストールしている
場合は、EndNote Basicへのダイレクトインポートが可能です。 
「Export」ボタンをクリックし、ファイルの開き方の選択画面が出
たら、「ResearchSoft Direct Export Helper」を選択します。 



「CWYW（Cite While You Write）プラグイン（Word用」が 
インストールされている場合 （Firefox） 

ログイン画面で登録済のメールアドレスとパスワードを入力
すれば取り込み終了です。 

EndNote（PC版）をインストールしている場合、 
• EndNote： PC版に保存 
• EndNote Web : EndNote Basicに保存 
の選択画面が出ます。 



一度ファイルをPCに保存してから取り込む場合（Firefox） 

CWYWプラグインをインストールしていない場合は、一度PCに
ファイル保存しておいて、EndNote Basic側から取り込みしま
す。 



一度ファイルをPCに保存してから取り込む場合（Firefox） 

保存ファイルは「RefMan RIS」形式（*.ris）です。 
EndNote Basicのインポートオプションで「RefMan RIS」を選択し
てインポートしてください。 
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